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はじめに

市の予算書・決算書などは、一般的に聞き慣れない用語や数字を多く使用していま
すので、少しわかりづらい点もあると思います。
そこで、この『かんたん解説 市川市の財政状況』では、令和２年度決算に基づい

て、皆さんが納めた税金や国・県からの補助金などが、どのように使われたのか、わ
かりやすく説明していきます。できるだけ身近な表現で簡潔に示していきますので、
詳しい内容を知りたい方は、予算書・決算書等をご覧下さい。
皆さまが、少しでも市の財政状況について理解を深めていただければ幸いです。
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予算・決算の基礎知識

4月から翌年3月までの1年間の市の収入を見積もり、その範囲で、何のためにどのく
らいのお金を使うか計画したものです。

予算って何？

市長が「当初予算」の案を作成し、市議会に提出します。
市議会で予算の内容を審議してもらい、議決を受けて予算が成立します。
ただし、年度途中に、事業費の過不足や、新たな事業を行う必要が生じた場合は、当初
予算を補正する「補正予算」の案を作成して市議会に提出し、議決を受けています。

計画した年度中に予算を執行した後、実際に収入したお金と、実際に支出したお金の結
果である「決算」をまとめます。市の会計管理者が作成した決算書について、監査
委員による審査を経て、市長が市議会へ提出し、認定を受けることになります。

一般会計
市の基礎的な行政サービ
スを行うための会計です。

特別会計
特定の目的のための会計で、
市川市には、以下の3つがあり
ます。（令和２年度末時点）

・国民健康保険特別会計
・介護保険特別会計
・後期高齢者医療特別会計

公営企業会計
民間企業と同じように、
事業で収益をあげて運
営する会計で、市川市
には、下水道事業会計
があります。（令和２
年度末時点）

市では、福祉・教育・道路整備・ごみ処理など、数多くの事業を行っています。
お金の出し入れを分かりやすくするため、特定の収入（国民健康保険税、下水道使
用料など）がある事業は、帳簿を分けて管理しています。

予算はどうやって決めるの？

予算を使った後は？

会計の考え方は？
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令和２年度の決算は？

歳入・歳出は増えているの？減っているの？

それでは、令和２年度中に、どのくらいの収入と支出があったのか、決算の内容を見て
いきましょう。
各会計の歳入・歳出決算額は、以下のとおりです。

一般会計 歳入
2,217億5千万円

歳出
2,161億7千万円

特別会計 歳入
737億1千万円

歳出
732億3千万円

内

訳

国民健康保険特別会計 384億5千万円 383億5千万円

介護保険特別会計 295億4千万円 291億7千万円

後期高齢者医療特別会計 57億2千万円 57億1千万円

公営企業会計
下水道事業会計

収入
157億5千万円

支出
167億8千万円
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1,314 1,336 
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一般会計で見てみると、
概ね増加傾向にあります。
令和２年度は、特別定額給
付金事業など、新型コロナ
ウイルス感染症拡大を受け
て実施した事業等によって
過去最大規模となっていま
す。

億円
一般会計決算額の推移
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収入にはどんなものがあるの？

このページからは、一般会計を中心に見ていきます。
歳入には、皆さんが納めた税金や、国や県から交付される補助金などがあります。

地方消費税交付金など
124.1億円、5.6％
地方消費税など、皆さんが
納めた国・県の税金の一部と
して、県から交付されたお金

市債 121.4億円、5.5％
国や金融機関などから借りたお金

市民税 440.2億円
個人市民税 408.1億円 給与収入などに応じて納めていただく住民税

法人市民税 32.1億円 市内に事業所がある法人に納めていただく税

固定資産税 308.1億円 土地や家などを持っている人や法人に納めていただく税

都市計画税 68.8億円 市街化区域内に、土地や家を持っている人や法人に納めていただく税

市たばこ税 28.3億円 たばこの卸売業者などから市内の小売店などに売り渡されたたばこに対してかか
る税

事業所税 16.5億円 都市環境の整備・改善のために、事業所に納めていただく税

軽自動車税 3.7億円 軽自動車などを持っている人や法人に納めていただく税

市税の内訳は？

市税
865.6億円、39.0%
皆さんが納めた税金

国・県支出金
968.9億円、43.7%
市の事業に対し、国や県から
交付されたお金

合計 865.6億円

歳入合計
2,217.5億円

使用料及び手数料
36.8億円、1.7％
公民館の使用料や公立保育園の保育料、住民票の
交付手数料など

財産収入・寄附金・繰入金・諸収入
63.6億円、2.8％
市有地を売却して得たお金、寄附金、貯金を
取り崩したお金など その他 37.1億円、1.7％

前年度からの繰越金、施設の入所費用等の
特定の利益を受ける方が負担したお金など
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何のため、どんな用途に使ったの？

歳出については、何のために使ったか（目的別）、どのような用途に使ったか（性質
別）に分けて、それぞれ見てみましょう。

何のために使ったの？（目的別）

歳出合計
2,161.7億円

どんな用途に使ったの？（性質別）

民生費
748.7億円、34.6%
高齢者や障がい者、児童などの
福祉の費用

土木費 178.3億円、8.2%
庁舎整備や、道路、河川、公園などの費用

総務費 695.9億円、32.2％
文化振興や防災対策、情報化推進な
どの費用

衛生費
174.4億円、8.1％
ごみ処理やがん検診、
予防接種などの費用

教育費
159.5億円、7.4％
小中学校、生涯学習振興な
どの費用

公債費
83.4億円、3.9％
国や金融機関などから借りた
お金の返済費用

その他
66.2億円、3.0%
商工業振興、市議会などの費用

消防費 55.3億円、2.6％
消防や救急活動の費用

歳出合計
2,161.7億円

扶助費
511.8億円、23.7%
医療に関する経費や生活保護・児童手当の給付、
私立保育園の運営費委託などにかかる費用

物件費
283.8億円、13.1%
電気料金や消耗品の購入費、
委託料など

人件費
308.7億円、14.3%
職員の給与や手当などに
かかる費用

補助費等・繰出金など
769.5億円、35.6%
各種団体に対する補助に
かかる費用や特別会計の
歳入を補うための費用など

普通建設事業費
204.5億円、9.5%
庁舎や道路、公園、学校など
公共施設の建設や改修などに
かかる費用

公債費 83.4億円、3.8%
国や金融機関などから借りた
お金の返済費用
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具体的にどんな事業に使ったの？

民生費
●保育園などの運営・整備 180億5千万円
●特別養護老人ホームの整備 1億5千万円
●児童扶養手当緊急支援給付金の支給 2億1千万円
●キッズ・ゾーンの整備 2千万円

土木費
●新庁舎の整備 59億4千万円
●新たな道路の整備 8億5千万円
●小塚山公園の整備 3億8千万円

総務費
●文化会館の改修 20億5千万円
●国府台公園の再整備 10億8千万円
●デジタルトランスフォーメーションの推進 2億3千万円
●特別定額給付金 490億4千万円
●減収対策緊急支援給付金の支給 8億5千万円

衛生費
●ごみの資源化への取り組み 28億3千万円
●行徳野鳥観察舎の整備運営 2億1千万円
●妊娠・出産・子育て支援の充実 8千万円
●新型コロナウイルス感染症対策 1億9千万円教育費

●塩浜学園の整備 19億8千万円
●学校のICT環境の整備 16億3千万円
●放課後保育クラブの運営 15億6千万円

その他
●治水対策の推進 15億2千万円
●市川漁港の整備 9億7千万円
●消防活動車両の整備 3億1千万円
●事業者緊急支援臨時給付金の支給 16億4千万円
●キャッシュレス決済の普及促進 8億5千万円
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家計簿に置き換えて考えてみましょう

数字が大きすぎて、なかなかイメージしにくいので、市民一人あたりで計算し、
家計簿に置き換えて考えてみましょう。
（市の人口：49万2,283人：令和3年3月31日現在・住民基本台帳人口）

・給与 （市税） 175,839円

・パート収入
（使用料・財産収入など）

10,970円

・親からの援助
（国・県支出金・
地方消費税交付金など）

222,027円

・ローン借入れ（市債） 24,670円

・貯金の取崩し
（繰入金など）

4,447円

・その他（繰越金など） 12,505円

合 計 450,458円

収 入

・食費 （人件費） 62,707円

・医療費、教育費
（扶助費）

103,972円

・光熱水費、通信費
（物件費）

181,024円

・ローン返済
（公債費）

16,943円

・新居の建設費
（普通建設事業費）

41,529円

・子どもへの仕送り
（繰出金など）

24,416円

・雑費（維持補修費など） 7,235円

・貯金 （積立金） 1,295円

合 計 439,121円

支 出

食費（人件費）、医療費・教育費（扶助
費）、ローン返済（公債費）の３つは、
「義務的経費」と呼ばれています。

一般家庭でのエンゲル係数（家計における
食費の占める割合）と似て、値が高い場合は
家計にあまり余裕がないことを意味しています。

令和２年度の義務的経費の割合は、41.8％です。

義務的経費

41.8%

投資的経費

9.7%

その他の経費

48.5%
（雑費、貯金など）

（食費、医療費、
教育費、ローン返済）

支 出

（新居の建設費など）
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歳入はどのように変わってきているの？
歳入の総額は国・県支出金の増に伴い、概ね増加傾向にあります。
また、歳入の中心である市税収入の額は、景気の低迷などにより平成24年度までは横
ばいで推移していましたが、平成25年度以降は、国の経済対策などの効果により増加
傾向にあります。
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その他
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市税

歳入の推移

歳出はどのように変わってきているの？
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物件費等

繰出金・補助費等

普通建設事業費

公債費

扶助費

人件費

歳出の性質別で見ると、扶助費（生活保護・児童手当の給付、私立保育園の運
営委託などにかかるお金）が、10年前の約1.6倍に増加しています。扶助費は、
削減が難しく、今後も増え続けることが見込まれています。

歳出の推移（どのような用途に使ったか・性質別）億円

億円

10年前の
約1.6倍

年度

年度
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市の借金って、どうなっているの？
市は、建設事業費を賄うため、市債を発行（借金）しています。

なぜ借金をしているの？

Ａ．建設費用の支払いを平準化するためです。
例えば、災害復旧や大規模な建設事業を行うには、多額の費用が必要です。
その年度の収入だけで支払おうとすると、他の事業が出来なくなるなど、大きな影響が出て
しまいます。そこで、市債を発行して、支払いを平準化しています。

Ａ．世代間の負担の公平性を確保するためです。
例えば、道路や公園、学校などは、長期間にわたり使用していくものです。
建設時の住民だけでなく、施設を使用する将来の世代も費用を分担して負担し、公平性を確
保しています。

＜市債を発行しないと…＞

現在の世代 将来の世代

負担 負担なし

現在の世代 将来の世代

負担 負担 負担

＜市債を発行したら…＞

公平に

借金の返済状況は？
Ａ．償還が進む一方、工事等のため新規発行もあり、

市債残高は前年度比7.0％増加となりました。
市債残高の推移（一般会計）

億円

一人当たりの残高は？

Ａ．126,790円です。
10年前の23年度と比べると
人口一人当たりの残高は、
18,180円（約13％）減少し
ました。

126,790円
(一人あたり残高）

年度
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市の貯金ってどうなっているの？

市は特定の目的のために資金を積み立てたり、定額の資金を運用するために、
貯金をしています。
これを「基金」と呼び、市川市には現在、15種類の基金があります。

15種類ある基金の中の一つ「財政調
整基金」は、年度間の財源のバランス
を調整するための基金です。
災害復旧のために緊急的な支出が必

要になったり、経済事情の変動で歳入
が不足した場合や、大規模事業の実施
などにより、極端に多額の経費が必要
となった場合などに活用しています。81 83 91 108
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財政調整基金残高の推移億円

年度

一般の家庭と同じように、市も現金や土地、建物などの資産を持っています。
これを表した、市の貸借対照表（企業会計に準じた財務書類）を見てみましょう。
左側が今まで形成してきた「資産」で、右側がその資産を形成するための財源につい
ての世代間負担の状況を表しています。

財産と借金のバランスは？

資 産 負 債

純 資 産

公園

学校

現金

道路

約1兆1,503億円

約1,940億円これから返済しなければ
ならないローンなど

これまで市民の皆さんが
負担し、既に支払いを
済ませた正味の資産

市役所

約9,563億円

前年度と比べ、約84億円増となりました。

貸借対照表（令和3年3月末現在、連結会計ベース）※連結会計とは、全会計に関係団体を連結させたもの
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財政状況は良いの？悪いの？

類似団体との比較のため、市の財政状況を、財政指標と呼ばれる数値を使って見てみましょう。
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「財政力指数」とは・・・

年収
（給与等）

一般家庭の標準的な年間支出
（保育費・介護費・借金返済等）

比率が高いほど、ローン返済に苦し
んでいることになります。
本市の比率は、類似団体平均を大幅
に下回っています。

％

年度

値が大きいほど、収入に余裕がある家庭と
言えます。単年度の値が1を下回ると、収
支の差額を親（国）から補てん（普通交付
税）してもらうこととなります。
なお、千葉県内で1を超える団体（いわゆ
る不交付団体）は54市町村中7市です。

年収（給与等）

ローン返済額

「公債費負担比率」とは・・・

危険ライン 20％

警戒ライン 15％

※財政力指数は、通常3ヵ年平均値を用いますが、ここでは各年
度の差異をよりはっきり示すため、単年度の値を用いています。

「類似団体」とは、総務省が人口と産業構造の２つの要素の組み合わせにより各団体を分類し、
その結果、同類に分類された団体群のことです。

×100
（％）

（１）財政力指数

（２）公債費負担比率

11



92.1 

95.6 

93.3 
94.9 

90.4 

91.8 91.1 
89.7 

91.6
90.8

91.5 

91.3 90.8 
91.8 

90.7 

94.0 93.8 94.2 94.8

80

85

90

95

100

23 24 25 26 27 28 29 30 元 2

市川市 類似団体平均

「経常収支比率」とは・・・

毎年決まって支払わなければ
ならない生活費

（医療費・食費・ローン返済等）

毎年決まって入る
使い道が自由な収入
（給与・パート収入等）

×100
（％）

健全化判断比率とは・・・
自治体の財政破綻の前兆を早期に把握し対策を立てることを目的に、平成19年に「地方公共

団体の財政の健全化に関する法律」が定められました。一般会計（自分の世帯）の状況だけでな
く、特別会計など（影響を及ぼし合う子どもの世帯）を含めた状況を見るもので、次の４つの指
標があります。

① 実質赤字比率 ： 自分の世帯の年収に占める赤字の割合
② 連結実質赤字比率 ： 自分の世帯の年収に占める赤字（子どもの世帯を含む）の割合
③ 実質公債費比率 ： 自分の世帯の年収に占める借金返済額の割合
④ 将来負担比率 ： 年収に対する借金などの負債総額の割合

市川市
（２年度決算）

イエロー
カード
基準

レッド
カード
基準

①実質赤字比率 －（赤字なし） 11.25％ 20％

②連結実質赤字比率 －（赤字なし） 16.25％ 30％

③実質公債費比率 1.7％ 25％ 35%

④将来負担比率 － 350％

市川市は、
いずれも健全な状態
と言えます。

％

年度

比率が高いほど、自由に使えるお金が
少なく、余裕がないことになります。
ここ数年は類似団体平均を下回り、低下
傾向となってはいるものの、
高い比率で推移しており、弾力性の低い
状態となっています。

（３）経常収支比率

（４）健全化判断比率
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おわりに

これまでお示ししてきたとおり、現在、市川市の財政状況は健全な状態ではありますが、社
会保障に関係する費用や、老朽化してきた公共施設への対応など、今後、更に歳出が増加する
ことが見込まれます。
また、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなか、感染症対策や経済対策など市民

の命と暮らしを守る取り組みを続けていくことが求められます。
今後は、市民生活や市内経済の回復に取り組むとともに、事業の優先度・緊急性などを踏ま

えながら、市民の皆さまのニーズにお応えするため、効率的で実効性の高い事業を進めてまい
りますので、ご理解ご協力をいただきますよう、お願いいたします。

令和4年1月 市川市 財政部 財政課
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